






要旨:中枢性呼吸循環調節に関与するカテコラミン作動性神経細胞について、乳幼児突然

死症候群(SlDS)患児の脳幹部において脳幹 gliosis との関係を検索した。カテコラミン合

成酵素である、tyrosine hydroxylase(TH)に対する抗体、および、反応性アストロサイト

の指標となる抗 glial fibrillary aci di c protein(GFAP)抗体を用いた。中脳では黒質

(SN)、橋では青斑核(LC)、延髄では迷走神経背側核(DNV)および網橡体腹外側浅在野(ARSVL)

を検案した。TH 抗体に対する反応性は、SIDS 群では DNV およぴ ARSVL で対照に比べて著

明に低下していた。しかし、SN および LC では有意差は認めなかった。また、TH への反応

性が低下している症例では、反応性の低下していない症例に比べて低下している神経核で、

GFAP 陽性 glia の増加が認められた。これらの所見は、SIDS の呼吸循環調節機構に関与す

る神経核群の異常を示唆し、さらに、これが脳幹 gliosis を伴っていることより、慢性低

酸素性もしくは虚血にも関連していることが考えらる。


